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町
道
二
三
〇
号
線
沿
い
、
牛
島
九
四
番
地
の
東
隅
に
畳
一
畳
程

の
盛
土
し
た
一
画
が
あ
り
、
中
央
に
笠
塔
が
欠
け
た
石
造
物
と
、

五
輪
塔
の
部
分
品
三
個
が
ま
と
め
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
し

ば
ら
く
は
石
造
物
に
は
木
造
の
覆
屋
が
あ
り
、
盛
土
の
部
分
は
相

当
広
く
、
太
い
楠
や
潅
木
が
生
え
て
い
て
、
子
ど
も
の
頃
、
楠
に

登
っ
て
遊
ん
だ
と
い
う
古
老
も
い
ま
す
。

　
普
通
こ
の
よ
う
な
場
所
は
「
一
村
共
有
地
」・「
填
墓
」
と
し
て

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
図
・
登
記
簿
共
に
九
四
番
地
に
含
ま

れ
て
い
て
独
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
場
所
を
地
元
で
は
、
露
木

伊
予
守
の
墓
ま
た
は
供
養
塔
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
牛
島
上
部
の
露

木
氏
の
祖
と
も
い
い
ま
す
が
、直
系
・
傍
系
を
名
乗
る
子
孫
も
な
く
、

次
の
伝
承
が
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。

　
一
、小
田
原
北
條
氏
の
武
将
だ
っ
た
が
、天
正
十
八（
一
五
九
〇
）

年
七
月
、
北
條
氏
が
滅
亡
し
浪
人
と
な
っ
た
の
で
、
一
族
を
引
き

連
れ
て
牛
島
村
に
帰
農
し
露
木
氏
の
祖
と
な
っ
た
。

　
二
、
小
田
原
北
條
氏
の
家
臣
で
牛
島
村
に
知
行
地
を
与
え
ら
れ

て
い
た
が
、
北
條
氏
滅
亡
後
そ
の
ま
ま
帰
農
し
た
。

　
昭
和
三
十
八（
一
九
六
三
）年
の
発
掘
調
査
で
石
垣
が
確
認
さ
れ
、

何
人
か
の
屋
敷
跡
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、万
治
元
（
一
六
五
八
）

年
の
検
地
帳
で
は
そ
れ
ら
し
き
名
前
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　
小
田
原
北
條
氏
の
遺
臣
説
も
史
料
の
裏
づ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

笠
塔
の
形
か
ら
見
る
と
江
戸
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
後
世
に
建

て
た
供
養
塔
と
も
い
え
ま
す
。（

前
文
化
財
保
護
委
員
　
諸
星
　
光
）

　
松
田
・
小
田
原
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
４
月
12
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
開
成
町
延
沢
・
南
足
柄
市
向
田
・
小
田
原
市
栢
山
の
会
社
敷
地
内
・

月
極
駐
車
場
・
自
宅
敷
地
内
で
、
施
錠
し
て
駐
車
し
て
い
た
、
い
ず
れ
も

『
ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
』
が
連
続
し
て
盗
難
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

●
盗
難
防
止
の
有
効
な
手
段

○
防
犯
カ
メ
ラ
・
防
犯
セ
ン
サ
ー
・
照
明
装
置
の
設
置

○
車
両
盗
難
防
止
装
置
（
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
・
警
報
装
置
等
）
の
活
用

○
車
を
柱
等
に
頑
丈
な
ワ
イ
ヤ
ー
で
つ
な
ぎ
鍵
を
か
け
る

○
出
入
口
に
複
数
（
２
重
・
３
重
）
の
施
錠

○
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
人
工
衛
星
に
よ
る
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
の
設
置

●
未
遂
に
終
わ
っ
た
事
例

○
鍵
以
外
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
装
置
を
付
け
て
い
た
。

○
防
犯
カ
メ
ラ
が
作
動
し
て
い
た
。

○
完
全
ロ
ッ
ク
以
外
に
バ
ッ
テ
リ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
外
し
て
い
た
。

※

不
審
な
車
や
人
を
見
か
け
た
ら
、
人
相
・
着
衣
・
ナ
ン
バ
ー
の
チ
ェ
ッ

ク
と
松
田
警
察
署
（
☎
82

－

０
１
１
０
）
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

38

ぶらりと歩きながら開成町の文化を発見、
歴史を再確認してみませんか。
開成町に残る遺蹟を紹介します。

露木伊予守供養塔
つゆ き い よの かみ く よう とう
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ょ
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ど
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か
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し
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し

う
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り
ょ
う

あ
と

か
ん
が

は
っ
く
つ
ち
ょ
う
さ

い
し
が
き

か
く
に
ん

ま
ん
じ
が
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ま
え
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ご
う
せ
ん

う
し
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う
し
じ
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ぼ
う
け
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な

の

し
そ
ん

ば
ん
ち

ひ
が
し
す
み

た
た
み
い
ち
じ
ょ
う
ほ
ど

露木伊予守供養塔

か
い
せ
い

　安
全
・
安
心
だ
よ
り

ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス
の
盗
難
が
連
続
！

〜
開
成
町
・
南
足
柄
市
・
小
田
原
市
で
発
生
〜

足柄上休日
急患診療所
足柄上休日
急患診療所

県道
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露木
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下島
  自治会館
下島
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福
祉
会
館

福
祉
会
館
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※貸し出し冊数は４冊まで、期限は２週間です  

【開室時間】火～金曜日　10：00～20：30
　　　　　 土・日曜日　10：00～17：00
【休 室 日】毎週月曜日   

 

はるかなるアフガニスタン
アンドリュー・クレメンツ著

　「きみはここの山がすきだということですから、
山をひとつ送ります。小さい山のかけらです。」
　アフガニスタンのカブールのサディードからイリ
ノイ州のアビーあてに送られた手紙にはとがった小
石が入っていました。中学進学の
ためアビーに課せられた特別課題
の外国の学校の生徒との文通には
子どもたちによる、ちょっとした
秘密がかくされていました。
　文化の異なる二つの国の生活を
手紙で紹介しながら、互いの国を
よく知ることで子どもたちは自分
を深く理解していきます。

図書室だより

今月のこの１冊

◇子どもの広場
　内　容　「けん玉」を作ります。
　持ち物　ハサミ　カラーペン　　　　　　　　
　日　時　6月17日（日）10：00～　　
　場　所　町民センター２階　小会議室Ａ　　
　　申し込みは直接図書室へ　又は、☎82-5221　

◇おはなし会（第２土曜日、第３水曜日）　　　
日　時　6月 9日（土）10：30～　　
　　　　6月20日（水）15：00～　
場　所　町民センター３階図書室　　
　申し込みはいりません　

みんな集まれ！子どもの広場・おはなし会

＊文　芸
短　歌ともしび短歌会俳　句

●　家庭・地域・学校などでの読書活動を推進するた
　め、開成町では毎月１日を「開成ファミリー読書デ
　ー」にし、読書活動の定着・推進を図ります。

★　一　般　書　★
・バナナ剥きには最適の日々 円城塔
・美しき一日の終わり 有吉玉青
・星に願いを、月に祈りを 中村航
・猫色ケミストリー 喜多喜久
・居心地の悪い部屋 ブライアン・エヴンソン
・言語小説集 井上ひさし
・敗れざる幕末 見延典子
・くるくるコンパス 越谷オサム

★　児　童　書　★
・けんかにかんぱい 宮川ひろ
・ころわんどっきどき 黒井健
・ライオンがいないどうぶつ園 フレート・ロドリアン
・うみのおまつりどどんとせ さとうわきこ
・月の少年 沢木耕太郎

新しく購入した図書（主なもの）

町民センター3階

えん

あ り よ し た ま お

こ う

き

い う え

み

こ し が や

み や が わ

く ろ

さ わ き こ う た ろ う

け んい

の べ の り こ

た よ し ひ さ

な か む ら

とうじょう

毎月１日は､【開成ファミリー読書デー】
　　家族みんなで本を読もう！

四月詠開成俳句会

　
欅
の
木
の
特
徴
が
、
作
者

の
優
れ
た
観
察
眼
と
季
節
感

覚
に
よ
っ
て
、
巧
み
に
読
み

込
ま
れ
た
。
こ
の
歌
は
、
上

の
句
と
下
の
句
と
が
見
事
に

呼
応
し
、
春
季
、
欅
の
木
が

強
い
意
志
と
積
極
的
な
行
動

力
が
あ
る
姿
を
活
写
し
て
い

る
。

欅
木
は
拳
を
ひ
ら
き
枝
を
延
ぶ

　
春
の
陽
射
し
を
抱
へ
む
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
星
　
末
子

　
利
用
者
側
に
と
っ
て
、
普

段
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
公

園
の
ベ
ン
チ
。
作
者
は
、
客

観
的
な
立
場
か
ら
、
ベ
ン
チ

の
心
を
推
察
し
て
、
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
に
仕
上
げ
た
。
視

点
を
変
え
、
歌
材
を
探
る
こ

と
の
大
切
さ
を
示
唆
し
た
一

首
。

公
園
の
ベ
ン
チ
は
静
か
に
誰
待
つ
か

　
人
の
座
す
れ
ば
安
ら
ぎ
与
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
は
ま
江

　
何
で
も
捨
て
去
る
風
潮
の

中
で
、
作
者
は
、
思
い
出
の

詰
ま
っ
た
布
を
接
ぎ
合
せ
た

ベ
ス
ト
を
着
る
、
と
い
う
。

結
句
か
ら
、
作
品
の
出
来
映

え
の
良
さ
と
着
こ
な
す
誇
り

が
伝
わ
り
、
拍
手
を
送
り
た

い
心
境
に
さ
せ
ら
れ
る
歌
。

　
　
　
　

近
藤
　
正
臣
　
選

捨
て
が
た
く
貯
め
ゐ
し
布
を
接
ぎ
合
せ

　
作
り
し
ベ
ス
ト
胸
張
り
て
着
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府
川
ハ
ツ
エ

　
竹
久
夢
二
の
描
く
女
性
像

の
す
ば
ら
し
さ
。
し
か
も
う

な
じ
の
美
し
さ
は
抜
群
。

「
夏
め
く
」
の
景
に
重
ね
て

美
し
い
。

夏
め
く
や
細
き
う
な
じ
の
夢
二
の
絵
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
美
津
子

菖
蒲
湯
に
一
徹
の
文
偲
び
を
り 

遠
藤
シ
ズ
子

夏
き
ざ
す
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
朱
線
引
く 

遠
藤
ま
つ
子
　

夏
め
く
や
長
々
つ
づ
く
立
ち
話 

奥
津
ち
わ
き

風
に
舞
う
物
干
し
竿
に
夏
き
ざ
す 

波
多
野
す
み
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
田
　
み
ち
子
　
選

け
や
き
ぎ

こ
ぶ
し

のた
れつ

た


